
夏休み前の学校の教育活動を基準として，前記の学校評価を行いました。職員による

評価のほか，児童アンケート，保護者アンケートを行い，客観的な視点からの評価も行

っています。この紙面においては，児童・保護者・教職員に共通で行った質問の回答の

特徴的な部分（三者比較評価）についてと，学校で考えている夏休み明けから後期での

教育活動の改善策について紹介します。すべて下記の4段階で回答していただきました。

三者比較評価では，次の１０の内容で質問をしました。（回収率100％）

Q1 課題に向かって進んで学習し，自分の考えを発表したり，友達の考えをよく聞いてたりして学び合っていた。

Q2 一人一人に応じた内容での家庭学習習慣を確立させるため，学校は児童に適切な指導をしていた。

Q3 学習のルールや話し方，聞き方，ノートの使い方，学習用具の準備・整理整頓など授業中のきまりをしっかり身に付けていた。

Q4 子どもたちに基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図るため，工夫した授業が行われていた。

Q5 それまで学習したことを生かして新しい問題や課題を解決しようと努力していた。

Q6 子どもたちは自分なりに考えたことをわかりやすくまとめ，工夫して（言葉，絵，図など）説明していた。

Q7 学校は授業の中や校内掲示等を利用してお互いのよさを見える形にしたり共有化したりすることで

子どもたちに自己有用感を高めるための指導をしていた。

Q8 学級や全校の友達と仲良く話したり，学習したりしていた。

Q9 体育の時間や中休みマラソンなどの体力づくりに進んでねばり強く取み，体力を向上させていた。

Q10 学校は安全で健康な生活の基礎となる知識や技能を身に付けさせるための指導（安全，食育，防災，

情報モラル，いじめ防止等）をしっかり行っていた。

集計した結果，すべての質問に対し，児童アン

ケート，保護者アンケート，職員評価いずれも肯

定的回答の合計（◎＋○）の割合が８０％を超え

ており，前期の活動は概ね良かったと評価されま

した。詳しく見ると三者に微妙な違いがあります

ので特徴的なものを紹介します。

「④わかりやすい授業」は児童から，「⑨体力

作り」には保護者から満点の評価をいただきまし

たので，自信を持って継続的に指導していきます。

「⑥工夫して説明することのできる能力の育成」

は，不十分と評価した方がいます。「②家庭学習」

は内容の充実を図る必要があります。

職員については，このほかの観点でも評価しました。また，児童や保護者の方々

からも，数値による評価以外に自由記述でのご意見をいただいています。そのこと

を踏まえ，職員会議で検討し，後期には次のような内容の改善を図ります。

①学習指導要領の改定に沿った指導計画の編成を行います。②自立活動などの特

別支援教育の一層充実を図ります。③不測の事態に備えた危機管理に努めます。④

説明する力を育てる授業の改善を研究します。⑤目的に沿った教育資源の活用を図

ります。⑥言葉遣いについて日常的に指導していきます。⑦保護者や児童からの要

望が可能かどうか検討し，必要に応じて改善します。（職員室前の廊下をやや明る

くする等）


